
三菱未来館で配布されていた
パンフレット。館内では最新
の映像技術を駆使し、日本
人が自然に打ち勝ち未来を切
り開く姿をドラマチックに演
出していた。
提供／橋爪節也

鉄鋼館内のホール「スペース・シアター」の天井、壁、
床下には1008 個のスピーカーが配置され、建物
全体が巨大な楽器のようだった。現在、鉄鋼館
は「EXPO’70パビリオン」として万博記念公園に
て公開されている。
写真提供／大阪府

2021年1月9日に行われた、シュトックハウゼン『マン
トラ』関西初演舞台写真。第1ピアノ 大井浩明（右）、
第2ピアノ 浦壁信二（左）。
©️芦屋市民センター

「
一
九
七
〇
年
の
音
を
聴
く
」
と
銘
打
ち
、
今
年

一
月
、
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で
、

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
カ
ー
ル
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ト
ッ
ク

ハ
ウ
ゼ
ン
（
一
九
二
八
～
二
〇
〇
七
）
の
二
台
の
ピ
ア
ノ
と

電
子
音
響
の
た
め
の
『
マ
ン
ト
ラ
』
が
演
奏
さ
れ
た
。

『
マ
ン
ト
ラ
』
は
仏
教
の
「
真
言
」
の
こ
と
で
、
作

曲
家
が
大
阪
万
博
の
西
ド
イ
ツ
館
で
の
演
奏
に
来

日
中
、
京
都
、
奈
良
で
着
想
を
得
た
作
品
で
あ
る
。

二
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
向
き
あ
っ
て
禅
問
答
や
演

歌
に
も
似
た
旋
律
の
断
片
を
奏
で
、
電
子
音
響
が

流
さ
れ
る
。
さ
ら
に
手
元
で
打
楽
器
を
操
り
、
木

魚
や
鉦し

よ
う

を
思
わ
す
リ
ズ
ム
を
叩
い
て
い
く
。

作
曲
か
ら
五
十
年
を
経
て
の
関
西
初
演
だ
が
、

ホ
ー
ル
に
は
一
九
七
〇
年
の
万
博
会
場
の
空
気
が

充
満
し
た
。

大
阪
万
博
は
当
時
中
学
一
年
生
の
私
が
、
前
衛

芸
術
を
初
体
験
し
た
場
で
も
あ
る
。

鉄
鋼
館
で
は
、
天
井
か
ら
床
下
ま
で
を
埋
め
尽

く
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
ヤ
ニ
ス
・
ク
セ
ナ

キ
ス
（
一
九
二
二
～
二
〇
〇
一
）の
『
ヒ
ビ
キ
・
ハ
ナ
・
マ
』

を
聴
い
た
。
ギ
リ
シ
ャ
生
ま
れ
の
作
曲
家
は
ル
・
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
建
築
を
学
び
、
一
九
五
八
年
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
で
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
の

パ
ビ
リ
オ
ン
設
計
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
曲
名
は

「
響
き
」「
花
」「
間
」
に
由
来
し
、「
ス
ペ
ー
ス
・
シ

ア
タ
ー
：
E
X
P
O

ʼ70
鉄
鋼
館
の
記
録
」（
ソ
ニ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ
ー
ベ
ル
ズ
）
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
菱
未
来
館
で
は
、
動
く
歩
道
で
突
き
進
む
観

客
を
、『
ゴ
ジ
ラ
』
の
田
中
友
幸
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

円
谷
プ
ロ
が
制
作
し
た
火
山
の
噴
火
や
大
津
波
な

ど
の
特
撮
映
像
が
押
し
包
ん
で
い
く
。
音
楽
を
伊

福
部
昭
が
担
当
し
、
大
好
き
な
怪
獣
映
画
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
投
げ
込
ま
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。

一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
博
で
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が

ガ
ム
ラ
ン
音
楽
に
触
発
さ
れ
た
が
、
大
阪
万
博
で

も
世
界
の
民
俗
音
楽
と
と
も
に
、
先
端
の
音
楽
が

鳴
り
響
い
た
。
会
場
に
押
し
か
け
た
観
衆
も
、
未

来
的
な
音
響
の
世
界
を
、
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
体

感
し
た
に
違
い
な
い
。

大
阪
で
は
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
か
ら

「〝
大
阪
の
秋
〞
国
際
現
代
音
楽
祭
」（
第
十
五
回
で
終
了
）

が
開
催
さ
れ
、
美
術
で
は
、
吉
原
治
良
を
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
具
体
美
術
協
会
が
、
本
拠
地
で
あ
る
中
之

島
の
美
術
館
「
グ
タ
イ
ピ
ナ
コ
テ
カ
」
で
積
極
的
に

活
動
し
て
い
た
。

『
マ
ン
ト
ラ
』
の
関
西
初
演
で
、
そ
う
し
た
時
代

の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。
こ
の
と
ん
が
っ
た
時
代

の
感
覚
が
好
き
で
あ
る
。
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